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３ 地参知笑部会関連資料                             
■みやまえ情報サポーターズ養成講座プログラム 
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■「地域への参加を促す雑誌」についての参考資料 

 「地域への参加を促す雑誌」の制作について、提案ではコンテンツのイメージ（Ｐ12）

を提示するにとどめ、具体的な内容は 24 年度の講座受講生が話し合って決めることにな

ります。参考資料として、地参知笑部会で提案に至るまでの過程で出された、コンテンツ

やページレイアウトのイメージを掲載します。 

 

 ◆ガイドブックコンテンツのイメージ 

１ 世代別リポート 

中学生・高校生・大学生 

【場所】 

・安くておいしい店 

・無料で勉強できる施設 

・デートスポット 

・スポーツができる場所+ミクシーでの情報交換 

【人・組織・情報】 

・市民館の若者グループ「文化魂」 

・イベント・サークル紹介 

若い(子育て)世代 

【場所】 

・店（子連れでも気にならない） 

・公園+利用しているサークル情報 

・散歩コース 

・病院 

【人・組織・情報】 

・子育てサークル 

・子育てで困ったときの情報 

・食育講座 

働き世代 

【場所】 

・店（買い物・飲食） 

・散歩コース 

・広場 

・地産地消の直売所 

・貸し農園 

・家族で行ける場所（なし狩りなど） 

【人・組織・情報】 

・地域イベント（祭り・盆踊り・初詣等） 

高齢世代 

【場所】 

・公園+サークル・体操の情報 

・店 

・病院と交通手段 

・散歩コース 

・花の見える場所 

【人・組織・情報】 

・ボランティア団体紹介 

・老人クラブ 

・運動や体操、スポーツを通じた健康づくり情報 
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◆冊子のページのイメージ例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 体験できるページ 

世代を超え 体験（参加）

できること 

【神社・寺院関連】 

・御神輿担ぎ手募集 

・神社の行事 

・お宮参り、交通安全祈願 

【町会・自治会関連】 

・盆踊り 

・町会・自治会の運動会 

【その他】 

・体験農場 

・手芸等 

・ネーチャーゲーム、自然体験、里山体験 

・冒険遊び場 

・マリアンナ病院体験 

・スポーツクラブ 

・イベント情報（坂道ウォーキングなど） 

・活力づくり部会とのタイアップ 

３ ゲーム等 

参加につなげるゲーム的

な仕掛け 

・ウォークラリーによる宝探しやクロスワードパズル

による謎解き 

・バッジプロジェクト 

・スタンプラリー 

４ ガイドブックのガイド 

次ページの「宮前区の地参知笑に関連するガイドブック一覧」参照 

５ 区のプロフィール 

 人口、景色、歴史、産物 

子育てパパ・ママ向けページ 

施設やイベント 

の紹介 

              

文章+写真 
子育て団体の紹介 

文章+写真 

体験談 

既存の情報誌

の紹介 

参 加 す る に

は・・・ 参 加 す る に

は・・・ 
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■宮前区の地参知笑に関連するガイドブック一覧 
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第２期宮前区区民会議の提案

４ 第２期区民会議提案への取組                        

 

 

提案１：公園を知ってもらおう!～公園内に掲示板などを設置～ 

提案２：「冒険あそび場」をひろめよう！ 

提案３：もっと公園を楽しもう～宮前区公園月間の設定 

提案４：公園・緑地管理運営協議会の活性化のための支援 

提案５：宮前区のカルタをつくろう！ 

 

 第２期区民会議からされた提案のうち、現在「冒険あそび場」「みやまえカルタづくり」

に関する事業を進めています。それらの内容について紹介します。 

 

１） 「冒険あそび場」をひろめよう！ 

 

 

【事業の趣旨】 

公園を次世代育成や地域コミュニティの場として活用していくため、地域の人達が中

心になって立ち上げる冒険遊び場活動を区役所が支援することで、冒険遊び場を区内

に広めていく 

【区役所の支援体制】 

こども支援室、道路公園センター、地域振興課、

企画課、生涯学習支援課（市民館） 

【支援メニュー】 

相談・情報提供、試行開催のサポート、団体登

録、開催グッズの貸与、必要物品の貸出、地域

人材の紹介、冒険遊び場の普及・啓発、グルー

プ同士の交流の支援 

 

【これまでの取組】 

≪平成２２年度≫ 

・「宮前区冒険遊び場支援検討委員会」を立ち上げ、宮前区における冒険遊び場のルールと

行政支援のあり方を検討。全 11 回。 

・11 月 23 日（祝）検討委員会の委員が自らモデル事業を企画・実施し、必要な支援メ

ニューを検証。開催場所：土橋１丁目公園 参加者：約 150 名 

・3 月 10 日（木）「宮前区冒険遊び場支援検討委員会総括報告書」をまとめて区長に報告。 

 

 

宮前区冒険遊び場のモットー

・自分の責任で自由に遊ぶ 

・ケガと弁当は自分持ち 

・最後はいつもの公園に戻す 
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検討委員会の様子      土橋１丁目公園でのモデル事業     区長に報告書を提出 

≪平成２３年度≫ 

・4 月 1 日(金)宮前区冒険遊び場活動支援要綱 施行 

・9 月 11 日(日)冒険遊び場シンポジウム 参加者：約 50 名 

基調講演「地域の中の冒険遊び場とは」 

 講師：西野博之氏（川崎市こども夢パーク所長） 

パネルディスカッション「宮前区の外遊びの現状と課題」 

 針山直幸氏（菅生こども文化センター統括館長） 

 久保浩子氏（親子で一緒に外遊びの会代表）       パネルディスカッションの様子 

 山岡洋子氏（宮前区こどもの遊び場を考える会ポレポレ前代表） 

・9 月 30 日(金)「冒険遊び場支援委員会」設立総会 

区民主体の活動支援組織として支援委員会を立ち上げ。区民委員 15 名、協力団体７

団体。 

・10 月 5 日(水)～12 月 7 日(水)宮前市民館「冒険遊び場づくり講座」受講者：17 名 

市民自主企画講座として企画委員を公募し、講座の内容を決定。全 8 回の連続講座。 

・日本冒険遊び場づくり協会の天野秀昭氏と嶋村仁志氏による座学（2 回） 

・川崎市こども夢パークで遊びの体験実習（1 回） 

・２つのグループに分かれて実際に冒険遊び場を企画・実施・振り返り（5 回） 

土橋１丁目公園冒険遊び場 11 月 30 日（水）13 時～14 時 30 分 

宮崎第 1 公園冒険遊び場 12 月 6 日（火）10 時 30 分～14 時 

  講座修了後、受講生を中心に上記２つの公園でグループが立ち上がり、現在グループ

登録と本格的な活動の開始に向けて準備中 

 

 

 

 

 

 

講義の様子         土橋１丁目公園での実習      宮崎第１公園での実習 
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・10 月 16 日(日)宮前区民祭「出張冒険遊び場」 

菅生緑地で開催。10 時～15 時。参加者：約 500 名 

日本冒険遊び場づくり協会からプレイリーダー３名を

派遣してもらい、冒険遊び場支援委員会と協働で開催。

リーフレットを配布し、冒険遊び場活動支援事業の取

組について PR。 

・2 月 29 日(水)「冒険遊び場ミニ講演会」菅生分館 

  子育て中の母親を対象に、外遊びを通して成長する子どもの姿や、そこに地域の大人

が関わることの意義などを知ってもらうための講演会。 

・3 月 7 日(水)「冒険遊び場ブラッシュアップ研修会」土橋１丁目公園 

  冒険遊び場活動団体のメンバー及び冒険遊び場づくり講座の修了生を対象に、冒険遊

び場の実践に必要となる「遊び」や「事故対応」の技術を身に付ける研修会。 

・3 月 25 日(日)「プレーパークランド(出張冒険遊び場)」菅生こども文化センター 

  向丘地区の親父の会との協働で、菅生こども文化センターのプレーパークゾーンを使

ってイベントを企画・実施。向丘地区における冒険遊び場展開の足掛かりとする。 

【これからの取組】 

最終的には、子どもが徒歩や自転車で行くことができる範囲（中学校区ごと）に冒険

遊び場が立ち上がるように、引き続き要綱に基づく活動グループの立ち上げ支援と、出

張冒険遊び場、冒険遊び場づくり講座、冒険遊び場シンポジウム・講演会等の各種事業

を実施していく。 
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２） 公園を知ってもらおう!～公園内に掲示板などを設置～ 

 

【事業の趣旨】 

公園で活動している団体の紹介や公園で行われるイベント等に関する情報を発信する

ことで、公園の利用促進と地域コミュニティ活性化を図るため、公園内に掲示板を設

置する。 

【掲示板設置の条件】 

・対象とする公園は、公園管理運営協議会が管理する公園に限定。 

・市と公園管理運営協議会が管理協定を結んだ上で掲示板を設置。 

・掲示板に掲示できる情報は、公園内で行われる活動に限定。 

【役割分担】 

  ・掲示板の設置 → 区役所 

  ・掲載情報の募集と更新、掲示板の維持管理 → 公園管理運営協議会 

【掲示板の仕様】 

  ・本体サイズ：縦 630mm×横 930mm ・材質：アルミ押出型材 

  ・掲示面：ピン刺し(レザーシート張り) ・引き戸：透明アクリル板(シリンダー栓錠) 

【これまでの取組】 

≪平成２２年度≫ 

・すべての公園管理運営協議会を対象に、情報掲示板の設置に関する意向を把握するた

め、アンケート調査を実施。（送付数６８，回収数５２） 

・情報掲示板があったら良いと思いますか？  

→ はい（２９）、いいえ（２２）、無回答（１） 

・自由記入 はい ：公園のイベントや協議会の活動を多くの人に知ってもらえるから。

草取りや花植え清掃活動など近隣の方々に広報できる。 

公園に遊びに来る保護者にお知らせを見てもらえる。 

       いいえ：公園の一角に町内会の掲示板があるため。 

公園の形状から設置に不向き、維持管理が大変。 

公園でのイベント等不可、手狭、住民への騒音等。 

現在大きなイベントは自治会の祭りのみで、自治会掲示板、回覧等 

で十分周知されている。自由に楽しむ公園として親しまれていて、 

これ以上イベントがあればかえって迷惑。 

・アンケート調査の結果から、ただちに掲示板の設置を本格実施するのではなく、掲示

板による情報発信効果や公園管理運営協議会による維持管理の方法等を検証するため

の試行的なモデルとしてテスト実施することとした。 

・アンケート結果から、定期的かつ継続的に活動が行われている公園で、掲示板の設置

を希望している公園管理運営協議会を対象に、３公園を選定して掲示板を設置。 
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公園名称 公園規模 活動内容 

初山第２公園 807 ㎡ 
初山すこやか体操、ｹﾞｰﾄﾎﾞｰﾙ、

防災訓練、こども会ｻｯｶｰ 

宮崎第３公園 3,447 ㎡ 
健康体操、ﾃﾞｨｽｶﾊﾞｰﾃﾞｰ、植

樹・花植え 

鷲ヶ峰公園 1,130 ㎡ 
菅生すこやか体操、お祭り、

餅つき大会、夏休みﾗｼﾞｵ体操 

 

（１）情報掲示板の活用状況 

（掲示物の数） 

 

（２）掲示物の情報発信効果 

・掲示物は見てもらえている 

・掲示物を見て参加するようになった人がいる 

・掲示物を貼りたいとの引き合いが最初はあったが、その後は無くなった 

 （３）維持管理の方法について 

・掲示物の更新や鍵の管理はスムーズにできた 

・落書きや破損等に対応した事例は 1 回だけあったが、その後は無い 

 （４）その他 

公園体操については長期間のため立て看板を設置し掲示物は貼らなかった。自

治会の定例行事はチラシを各戸配布しており、これも掲示物は貼らなかった、と

の意見あり。 

≪平成２３年度≫ 

・情報発信効果について公園ごとに評価が分かれ、本格実施に移行するか否かの判断が

難しかったため、モデル数を増やすと共に調査項目を精査した上で平成 23 年度もテ

スト実施を継続することとした。 

・アンケート調査の結果から、定期的かつ継続的に活動が行われている公園で、掲示板

の設置を希望している公園管理運営協議会を対象に３公園を選定し、うちテスト実施

への協力に同意が取れた２公園で掲示板を設置。 

公園名称 公園規模 活動内容 

向ヶ丘公園 3,447 ㎡ 健康体操、花見、夏祭り、防災訓練、もちつき大会 

平４丁目公園 2,941 ㎡ 公園体操、地域の盆踊り、交流会、樹木剪定 

【これからの取組】 

・公園管理運営協議会からの「公園情報掲示板の活用状況に関する報告書」、公園管理運

営協議会の担当者へのヒアリング、公園で活動を行っている団体等へのヒアリング等

により、テスト実施の結果を検証。 

・掲示板による情報発信で、公園の利用促進と地域コミュニティの活性化を図ることが

できたか否かを検証し、本格実施に移行するか否かを判断。 

 4～6 月 7～9 月 10～12 月

宮崎第３公園 ４ ４ ２ 

初山第２公園 １ ２ ２ 

鷲ヶ峰公園 ３ ３ ５ 

宮崎第 3 公園の様子 

「公園情報掲示板の活用状況に関する報告書」の評価 
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３） 宮前区のカルタをつくろう！ 

 

【事業の趣旨】 

カルタづくりを通して、子どもから大人まで幅広い世代がかかわりながら地域の「資源」

を掘り起こし、宮前区の「宝」・「顔」へと進めていく中で区民に地域への愛着を深めて

もらおうと、第２期区民会議から提案されたものです。 

【「みやまえ地域カルタ」にはこんな札があります】 

 

 

 

 

 

 

 

【これまでの取組と今後の予定】 

≪平成 22 年度≫ 

◆「地域のカルタ」札案の募集 

≪平成 23 年度≫ 

◆「地域のカルタ」制作 

（7 中学校区分、12 月完成） 

  ◆地域のカルタを使ってイベント開催 

   ・宮前区民祭（ジャンボカルタ大会）〔10 月 16 日〕 

   ・鷺沼小、西有馬小カルタ大会〔2 月 6、7 日〕 

   ・ラブみやまえカルタ大会〔2 月 18 日〕など 

≪平成 24 年度≫ 

◆区制 30 周年記念「みやまえカルタ」制作 

  ◆秋の宮前区民祭でお披露目予定 

 

 

【「みやまえカルタ」制作までの流れ】 

候補となる「地域のカルタ」の札を区内施設で展示（区ホームページにも掲載）。 

市民意見などにより、7 月頃（予定）に札を決定します。10 月完成予定。 

◆展示スケジュール 

  ・区役所 区民会議フォーラム〔3 月 24 日〕、2 階ロビー〔3 月 25 日～3 月末〕 

  ・向丘出張所〔4 月 9 日～20 日〕 

  ・アリーノ（有馬・野川生涯学習支援施設）〔4 月 23 日～30 日〕 

 

○ぬ くもりを 感じて味わう わがままイチゴ 
＊平小学校の近くの住宅街の中にイチゴ農家があり、苗の段階か

らイチゴの“わがまま”をひとつひとつ聞きながら育てた『わ

がままイチゴ』と名づけたイチゴを作っています。毎年、春先

には、イチゴ狩りも楽しめます。 

7 地区のみやまえ

地域カルタ 

ジャンボカルタ大会の様子
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５ 第 1 期区民会議提案への取組                        

 第 1 期区民会議からの提案については、区役所の自主企画事業の「地域課題対応事業」

を活用し、区民会議提案の実現に向けた協働事業などを実施しています。なお、第１期提

案や取組状況の詳細は、各期の報告書をご覧ください（宮前区役所ホームページや宮前区

役所で閲覧できます）。 

■高齢者福祉関係 

平成 24 年度 事業名 概要 

健康づくり支援事業 区民が健康で生き生きと生活していくため、身近な健康づ
くりや取り組みやすい情報を提供する健康づくり情報紙
を発行します。 

地域が主体となった高齢
者の見守り促進事業 

（※下記参照） 

高齢者の孤立化を防ぎ、地域で安心して暮らしていくため
に、区内の公営住宅において、住民同士の顔の見える関係
づくりを進め、地域主体の見守り活動や居場所づくりにつ
なげるための取組を行います。 

シニアライフ支援事業 シニア世代の人生設計や生きがいづくりをサポートする
とともに、その活力を地域で活かすために、相談窓口を開
設します。 

 

◆地域が主体となった高齢者の見守り促進事業 
【取組の背景等】 

●宮前区に多い公営住宅では、階段昇

降の負担や坂の多い地域性、交通の

不便さなどによる影響などから閉

じこもりがちになり、地域から孤立

化する高齢者が増えることが危惧

されています。 

●公営住宅において高齢者が住みな

れた地域の中で安心して暮らして

いくために、住民同士の顔の見える

関係づくりを進め、地域にかかわる

人々が協力して高齢者の見守りや

居場所づくりを行っていくための

支援を推進します。 

 

【23 年度の主な取組内容】 

●モデル地区（２地区）において、自主的な見守り活動実施主体と連携してアンケ

ート調査やワークショップ等を実施し、地域の見守り活動における課題抽出等を

行うとともに、今後の支援・推進のあり方を検討しました。 
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■子育て支援関係 

平成 24 年度 事業名 概要 

子ども安全・安心見守り
事業 

登下校時に子どもを犯罪から守り、地域の安全を確保する
ために、宮前区子ども安全安心協議会の運営のほか、地域
安全マップづくりの支援や情報共有を図るため通信を発
行します。 

子育て情報発信事業 子育て情報紙の発行やホームページの更新、乳幼児のいる
転入世帯等に対する子育て支援に関わる情報を一体的に
提供します。 

宮前区子育て支援事業 親の子育て力を養成し、仲間づくりや子育てグループの人
材育成を図るため、子育てに関する知識と技術を持つ公立
保育園の人材を活用し、セミナーを開催します。 

子ども支援ネットワーク
事業 

子どもに係る関係機関・団体等とのネットワーク強化を図
るため、関係機関・団体等との会議を開催するほか、事例
検討会、虐待予防のための講演会を開催します。 

■明日のコミュニティ関係 

平成 24 年度 事業名 概要 

地域情報発信事業 世代間・地域間交流の活性化のために、地域のスポーツや
祭りなどの情報をイベントカレンダーや地域ポータルサ
イトで広く発信するほか、町内会・自治会への回覧物を毎
月 1 回一括して送付することで、地域情報の発信を効果
的・効率的に行います。 

 

 

 

◆「地域のたまり場」の創出（区民からの事業提案） 
【取組の背景等】 

● 商店街には、利用客の

減少・空き店舗の存在

などの課題がある一方

で、地域には区民会議

で審議されたように、

高齢者の健康づくり、

地域コミュニティの醸

成など様々な課題があ

ります。 

 

【23 年度の主な取組内容】 

● このような課題の解決に向け、地域のたまり場として交流スペースを開設しまし

た。健康マージャンのほか、誰でも気軽に参加でき、お互いに交流できる場を設

け、地域コミュニティを促進する取組を進めました。 
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